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高 知 県 四 万 十 帯 中 の 玄 武 岩 に 扶 在 す る

は
ナ ン ノ 石 灰 岩 "

(1980年 10月 30日 受理)

岡村 真来。平 朝彦*。 田代正之米・甲藤次郎*

甍巻中において平ら (1980)は ,手結住吉および安

竜領地のメランジェ中に含まれる玄武岩熔岩中に,赤

iD葉理の発達する石灰質岩 (赤色縞状石灰質岩)が

ξめられることを報告した。しかし,石灰分の起源に

'い
ては,充分な検討が加えられていなかった。論文

三菱稿後,筆者らは, これらの石灰質岩の破断面を,

こ査型電顕で観察した。その結果,多数の石灰質ナン

プランクトン化石(以後ナンノ化石として記す)の 存

三を確認したので, ここに短報として追記しておく・

比較的保存のよいナンノ化石が観察できたのは,安
竃領地のもので,平 ら(1980)の第20図 のAWA 13の
す=か ら採集したものである。ここでは,厚さ70 cm

らいのよく成層した赤(赤紫)色の石灰質岩が走向方

三こ, 4mほど追跡でき, この層は完全に玄武岩質熔
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岩によりかこまれている (Plate 24-Figs.1,2を

参照)・ この石灰質岩の薄片下での観察事項について

は,平 ら (1980)に 記した・ 走査電顕でみると,再結

晶は進んでいるが, この石灰質岩は,多量のナンノ化

石 (プ ラコリス)片から構成されているのが観察され

た (Plate 24,Figs.3～ 8)。 また光学顕微鏡による

観察でもナンノ化石が確認できた・種の同定に耐える

ほど保存のよいものは少ないが,一番多くみとめられ

るの1ま, Wa″″ z′″滋 ια″″′sα′(BLACK)PERCH―
NIELSENで あ り, Rucinolithus wisei Thiersteinと

Nannoconus sp.が 少数ながら識別される。

Zらα″″′sα′は,上部ジュラ系から白亜系最上部まで

の長い生存期間をもち,ま た溶解に強い種である・

以上の 3種の共存期間はバランギニアンからバレミ

第 1図 手結住吉 (平 ら,1980,の第 2図 ,TE1 17を参照)

の赤色縞状石灰質岩の走査電顕写真・ ココスフェアが認
められる。スケールは 10μ .

Figure l .  Scanning electron photomicrograph Of red

laminated carbonate rock Tei melange zone(TEI-17.

see Fig.2in TAIRA et al)・  Note recrystalized coco―

sphere. Scale bar is 10 microns.
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アンに限られる.

また手結住吉にみられる同様の岩石 (第 2図 TEI

17)か らも,再結晶の程度はさらに進んでいるが,多

数のナンノ化石片がみられ,ま たココスフェアがその

まま保存されている例もみられた (第 1図 )・ Plate 24

に示したような多数のナンノ化石の産状は,た とえば,

McKENZIE and KELTs(1979),ScHLANGER and

DouGLAS(1974)が 示しているような,大 洋底 の

inter plllow石 灰岩や再結晶の進んだナンノ軟泥岩と

よく類似しており, 平ら (1980)で のべた他の証拠

も加味すると, この縞状石灰質岩は,遠洋性のナンノ

軟泥と玄武岩質物質のラミナからなると考えてよい・

この発見より次のことがいえよう・

(1)安和領地や手結住吉の玄武岩の一部は,ナ ンノ

石灰岩の存在より,CCD(炭酸塩補償深度)よ り浅い

所でおそらくバランギニアン～バレミアンの時代に噴

出・形成された。

(2)従来, 日本において,中生代の地層からは, ナ

ンノ石灰岩のような岩石はまったく知られていない。

したがって, これが遠来の異地性のものであることを

強く示唆している。

(3)こ の発見は,平 ら (1980)で提示したメランジ

ェの形成モデル (第35図 )を支持するものであり,い

わゆるプレート層位学の証拠 (海洋プレート上には,

CCDよ り以浅の 石灰質軟泥から次第に CCDよ :

深い珪質軟泥→赤色粘土へと堆積してゆくとする考え

方)と 矛盾 しない結果を示している・
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Inter-pillow nannolimestone from the melange

of the Shimanto Belt
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Abstraet

Red-colored laminated carbonate rock occurs within the basaltic pillow lava as inter-pillow
material in the m6lange of the Cretaceous Shimanto Belt. We have examined this rock under
scanning electron microscope and could recognize abundant recrystalized nannofossils, mainly
Watznaueria barnesae as chief component. This indicates that the red laminated carbonate
rock was originally nanno-ooze deposited on the basaltic lava. This additional observation
strongly supports the model of m6lange formation proposed in TAIRA et al. (1980) .



ラZ tt」LV■d

uo

O11

1ヽ1

昇9

チ |



ExplanaticDn Of Plate 24

図.1,2.安 和領地の玄武岩 (枕状熔岩,矢印)中にはさまれる tナ ンノ石灰岩"(星印)の露頭

写真 (平 ら,1980の AWA 13,第20図 を参照)

Figs. l and 2.  Outcrop photographs of red laminated carbonate rock (shoWn by star)

surrounded by basaltic plllow41aVa(arrOws)at Awa― Ryoii(See Fig.20, AWA-13,in TAIRA

et al., 1980).

図.3～ 8.安和領地の 駅
ナンノ石灰岩"の走査電顕写真・ 多数のナンノ化石 (主 として W″χη4-

″″″αらα′″′sα′)が認められる・7は側面からの写真.ス ケールはすべて 1%・

Figs. 3 1o 8。   Scanning electron photomicrographs of red laminated carbonate rOck (AWA―

13). Note abundant nOnnofossils onainly Wa`z″ αα′r′α らα″″′sα′)・  7 is the side view.

Scale bar is 10 microns for each.



Plate 24


	IMG
	IMG_0001
	IMG_0002
	IMG_0003
	IMG_0004

